
船舶事故等調査報告書 

平成２３年１月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０横第１９３号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２２年３月２１日 １９時４０分ごろ 

発生場所 京浜港横浜区 神奈川県横浜市横浜北水堤灯台から真方位０２５°２,６７

０ｍ付近 

（概位 北緯３５°２８.９′ 東経１３９°４０.３′） 

事故等調査の経過  平成２２年１０月１日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

Ａ ケミカルタンカー EIWA
エイワ

 MARU
マ ル

 NO.1（大韓民国）、７４０トン 

８９１０３７８（IMO番号）、KEO YOUNG SHIPPING CO LTD 

Ｂ 押船 松
まつ

翔
しょう

丸、１３８トン 

   １３２４４２、松栄株式会社 

Ｃ バージ 松
まつ

翔
しょう

、３,１８５トン 

   なし、松栄株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、免状不詳 

Ｂ 船長Ｂ、五級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 船首部ハンドレールに曲損 

Ｂ なし 

Ｃ 左舷船首部に凹損 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか８人が乗り組み、横浜市鶴見区大黒町に所在する水

路（以下「本件水路」という。）の奥に位置する桟橋から出航中、Ｂ船

は、船長Ｂほか４人が乗り組み、Ｃ船と一体型プッシャーバージを構成

し、本件水路の出入口に位置する岸壁に係留中、平成２２年３月２１日１

９時４０分ごろ、Ａ船の船首部とＣ船の左舷船首部が衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北、風力 ３、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の末期 

 その他の事項 本事故発生場所は、水路幅が約１４０ｍで、本件水路の出入口付近であ

り、ほぼ直角に針路を転じるところであった。 

分析 乗組員等の関与 Ａ あり、Ｂ及びＣ なし 

船体・機関等の関与 Ａ なし、Ｂ及びＣ なし 

気象・海象の関与 Ａ なし、Ｂ及びＣ なし 

判明した事項の解析  Ａ船は、京浜港横浜区の本件水路を出航中、適

切な操船が行われなかったため、本件水路の出入

口付近の岸壁に係留中のＣ船と衝突したものと考

えられる。 

原因  本事故は、夜間、Ａ船が、京浜港横浜区の本件水路を出航中、適切な操

船が行われなかったため、本件水路の出入口付近の岸壁に係留中のＣ船と

衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 



 

 




